
踵骨関節内骨折　　　　　　　　　　　　　　

術後 2ヶ月　　　　　　　術後 9ヶ月    

XB-2010 
(10×20×10mm)

術前　　　　   　　　　　術直後

術前　　　　   　　　　　術直後 術後 4ヶ月　　　　　　　術後 9ヶ月    

症例 :  74 歳・女性

症例 :  61 歳・男性
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Joint depression 

Tongue Type

いわき市立総合磐城共立病院　整形外科　笹島　功一先生

踵骨関節内骨折に対し プレートによる内固定術を施行し、整復後にできた腔隙には、矯正維持、
荷重対策として高強度のβ-TCP（ スーパーポア EX ・ XB-2010）を充填した。手術により Böhler 角は
20 度以上に矯正され、経時的な矯正損失はほとんどなかった。2症例とも充填した人工骨は、
2～ 4ヶ月で周辺が不明瞭になり、術後 9カ月では吸収置換が更に進んでいる様子が確認でき、
骨癒合もほぼ完了していた。後療法はギプス固定、免荷を 3週間行い、その後約 1ヵ月をかけて
徐々に全荷重とした。最終観察時、可動域制限と疼痛はほとんどなく経過良好だった。

術中写真

関節面の整復による空隙   　スーパーポアを形成 , 充填　　　　    外壁を還納
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